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った。これらの結果を掲載した単著論文は，雑誌 Commentarii Mathematici 
Universitatis Sancti Pauliに受理されている。後者は第３章において扱われ, マ
トロイドを対象とし，それに付随するトーリックイデアルが２次生成であるこ
とを元のマトロイドの性質で特徴付けている。これらの結果を掲載した単著論


















































































れた（有限かつ無向）グラフ G に対して，G の切断イデアル IGとは，G の２
つの部分への分割の「情報」を, それらを変数 q として割り当てた多項式環 
K[q] のイデアルに変換したものであり，剰余類環 RG=K[q]/IG が IG に随伴す
るトーリック環と呼ばれるものである。(ここで K は体とする。) IGと RG の
環論的性質の G の性質による以下の特徴付けが, 申請者の得た重要な結果であ
る。  
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・ G が (K4,C5)-minor を持たなければ，IG は２次グレブナー基底を持つ。（系 
2-3-4） 










ある。 マトロイドは Whitney により導入されて以来, 様々な分野で応用され
ている概念で，ベクトル空間の基底の概念を一般化したものとも考えられる。
マトロイド M が与えられたとき，M の基底に対応する無平方な単項式により
生成されるトーリック環（半群環）RM が定義される。さらに，各基底に対する
単項式らが満たす代数関係式全体の集合として M のトーリックイデアル JM 
が得られる。前述した White による予想に加えて, 近年では JM が２次グレブ
ナー基底を持つかどうかという問題も生まれ, これらに向けて種々の研究がな
されている。申請者は，「JM が２次生成される」マトロイドのクラス MQ と，
さらに強い性質である「JM が２次グレブナー基底を持つ」マトロイドのクラス 
MGQを詳細に調べ，次の２つの重要な結果を得ている。  
・ MQ, MGQ はいくつかのマトロイドの操作に関して閉じている（系 3-3-2 ） 




























2014 年 12 月 20 日(土) 13 時 30 分より 14 時 30 分まで，本論文につい
ての公聴会を開き，論文内容の説明と質疑応答を行った。申請者は論文につい
て明確に説明し，質疑にも適切に対応した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
